









































Home economics necessary for care workers working in home visit care businesses








































　抽出した 79 事業所すべてに質問票を各 5 部ずつ
郵送し，介護職への自記式質問票調査を行った（2012
年 6 月 11 ～ 30 日）．なお，倫理的配慮として，本
研究の趣旨説明を質問票に明記し ,これに同意を得
られる人から匿名で回答を得た．その結果，質問
票の回収数は 395 票中 167 票（回収率 42.3％）で，
いずれも有効回答であった．そこで，この 167 人（女
性 154 人・男性 13 人，平均年齢 44.8 歳± 11.0）
から得られたデータを本研究の分析対象とした．
　対象となる介護職は，介護福祉士国家試験合格者
が 53.3％で最も多く，以下，ホームヘルパー 2 級
が 28.7％，介護福祉士養成校卒業者が 15.6％と続
いた（表 1）．現在の職場での勤続年数をみると，5
～ 10 年未満が 31.7％で最も多かった．これに 10






























データベース CiNii や Scholar等で検索した範囲で






表 1 分析対象となる介護職の内訳          N＝167
  度数（人） 割合（％）
介護福祉士国家試験合格者 89 53.3 
 ホームヘルパー2 級 48 28.7 
 介護福祉士養成校卒業者 26 15.6 
 ホームヘルパー1 級 2 1.2 
 その他 2 1.2 





表 2 分析対象者の現在の職場における勤続年数   N＝167
  度数（人） 割合（％） 
  10年以上 41 24.6 
  5～10年未満 53 31.7  
  3～5年未満 27 16.2  
  1～3年未満 29 17.4 
  1年未満 17 10.2  
合  計 167 100 
 
表 3 家庭内事故死の状況 
総数（0～80 歳以上） うち 65 歳以上 家庭内事故死のうち 
65歳以上の人が約 8 割 Ａ 割合 Ｂ 割合 Ｂ/Ａ×100
家庭内事故死（合計） 12873 人 （100%） 10150 人 (100%) (78.8%) 
溺死・溺水（浴槽内等） 3964 人 （30.8%） 3472 人 (34.2%) (87.6%) 
窒息（食物等） 3856 人 （30.0%） 3232 人 (31.8%) (83.8%) 
転倒・転落（床・廊下，階段等） 2676 人 (20.8%) 2142 人 (21.1%) (80.0%) 
煙・火および火炎への曝露 1162 人 (9.0%) 703 人 (6.9%) (60.5%) 
有害物質（ガス等）による中毒・曝露 555 人 (4.3%) 141 人 (1.4%) (25.4%) 
熱・高温物質（熱湯等）との接触 121 人 (0.9%) 106 人 (1.0%) (87.6%) 
その他の事故 539 人 (4.2%) 354 人 (3.5%) (65.7%) 
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※厚生労働省大臣官房統計情報部：平成 21 年人口動態統計の年間推計に基づき作成した． 
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が 60.5％，避難誘導が 59.9％，換気が 56.3％，住
居安全のための工夫が 55.7％，室温が 55.1％，湿


























































































松本市では，2011（平成 23）年 6 月 30 日にマグニ
チュード 5.4，最大震度 5 強の松本地震が発生して
いる．同年 3月 11 日の東日本大震災（マグニチュー
ド 9.0，最大震度 7）や翌 3月 12 日の長野県北部地
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助の「30 分以上 60 分未満」（229 単位／回）が「20
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82 訪問介護事業所で働く介護職に必要な家政学の内容検討
